
６月６日　５年生　算数「小数のわり算（３時）」 
 
めあて：商の大きさについて調べよう 

 
 
１．本時のゴール、めあてを子どもとのやりとりの中で具体化する 
T　今日は、何してほしいと思う？ 
C　式　７２０÷５ 
C　表のそれぞれを求めて、比べてほしい 
T　近くなってきた。今日のゴールはなんやと思う？ 
C　１ｍ分の重さを求めて、それぞれを比べる 
T　おう、だいぶん正解に近い！ 
 
２．式の見通し 
T　なぜ７２０÷１？ 
C　７２０ｇが１ｍ分やから 
 
３．答えの見通し 
・答えは大きくなる？小さくなる？ 
・かけ算の時はどうやった？ 

 
・かける数が小さい（大きい）と、答えも小さく（大きく）なる 
 



・今回の問題はどうなる？ 
　　　あ　い　は、大きくなる　　　　　　　　　　　　　あ　い　は、小さくなる 

 
４．先生や友だちと答えの見通しの説明をしよう 

 
５．計算して答えを確かめよう 
・答えを求められた人は、黒板に書く（子どもたちが喜んで前に書きたいと思える仕掛け） 
・「全部一人で求めなくてもいいよ」という声掛け（自然と子どもたちが助け合うシステム） 
 
６．答えの確かめ 
・〇〇さん「なんで（い）の答えが９００になるのか、わからへん」 
・前に出て説明する子 

 
７．まとめ 
・答えの確かめ 
・わり算は・・・・ 
・わる数が１より小さかったら、商はわられる数より大きくなる 
・　　　　　　　大き　　　　　　　　　　　　　　小 
・ノートに書く 
 

☆授業のポイント 



・一斉授業形式の中で、子どもが自ら話したり聞いたりする時間をつくる 
　→困り感のある子にフォローができる、子どもの主体的な活動が生ま
れて活気づく 
・すべて教師が板書せず、子どもにあずけて、助け合う場をつくる 
　→子どもの意欲が上がり、自然な対話が生まれる 
・既習の内容をつなげる 
　→日々の学習と学習がつながり、学びが広がる・深まる 


